
第 1 回

越前市長杯争奪高校野球大会

と き 平成T8年4月T日 (土)~ 3日 (月 )

< 予備日 4日 (火)~ 6曰く木)>

ところ 越前市野球場

主 催 越前市 ･市教育委員会 ･市体育協会

共 催 福井県高等学校野球連盟

後 援 福井新聞社

主 管 越前市野球連盟



開会式

1 入場行進

2 整列

3 開式通告

4 開会宣言

5 国旗 ･市旗 ･連盟旗 掲揚

6 優勝杯返還

7 大会長あいさつ

8 市体育協会長あいさつ

閉会式

1 整列

2 開式通告

3 成績発表

4 賞状 ･優勝杯授与

5 閉会あいさつ

6 国旗 ･市旗 ･連盟旗 降納

7 閉式通告

8 選手退場

9 来賓紹介

10 選手宣誓

11 閉式通告

12 選手退場



第 1 回越前市長杯争奪高校野球大会要項
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主 催 越前市 ･ 越前市教育委員会 ･ 越前市体育協会

共 催 福井県高等学校野球連盟

後 援 福井新聞社

主 管 越前市野球連盟

参加校 武生高校 ･ 武生工業高校 ･ 武生商業高校 ･ 武生東高校 ･ 鯖江高校 ･

丹生高校 ･ 丹南高校 ･ 福井工業高専 (il頂不同)
6

7

会 場 越前市野球場 (越前市高瀬二丁目)
日 時 平成 1 8 年 4 月 1 日 (土) 9 : 0 0 ~ 開会式 (雨天時は体育館)

1 0 : 0 0 ~ 試合開始

2 日 (日) 1 0 : 0 0 ~ 試合開始
3 日 (月) 9 : 0 0 ~ 試合開始
予備日 4 日 (火) ･ 5 日 (水) 6 日 (木)

8 組合せ

3 日目 14:30

(準決勝第二試合終了 30 分後)
3 日目 9:00 3日目 11:30

1 日目 1 日目 2 日目 2 日目

10:00 ･ 13:00 10 :00 13 :00

1 2 3 4 5 6 7 8

※ 奇数 :越前市内の高校 (一塁側)
9 開会式

(1 ) 開会式は全員参加とする。 開会式は午前 9 時から始める。
(2 ) 開会式に入場行進を行う。 選手は 3 塁側入場ロから行進を行う。
選手は午前8 時 4 5 分までに 3 塁側入場口に集合すること。

(3 ) 入場行進の順序は、 抽選の順番とする。
今大会の入場行進の順番

武商→ 鯖江→ 武生→ 丹生→ 武工→ 高専→ 武東→ 丹南

(4 ) 開会式での大会プラカードは、 先頭校が掲げる。
(5 ) 選手宣誓は、 武商の選手が行う。
( 次回は武工、 以降は高専、 丹生、 鯖江、 丹南、 武東、 武生 )



(6 ) 雨天時、 開会式は体育館 (入ロは青年センター側) にて行う。 初日開会式の雨天
決定は、 当日午前 7 時に野球場において、 野球連盟代表者とスポーツ課担当者と

の話し合いにより行う。 各校は午前 7 時すぎに野球場およびスポーツ課担当者に

電話で確認すること。

1 0 出場選手について

(1 ) 1 チームのエントリー数は 2 0 名以内とする。
福井高専は 3 年生以下でチームを編成する。

(2 ) 新一年生の出場について、 制限は加えないが、 故障などが起きないように特に留
意すること。

(3 ) 選手名簿の提出と組合せの抽選は、 2月 2 7 日 (月)打ち合わせ会会場とする。
なお、 選手変更の締め切りは、 開会式前までとする。

1 1 補助員について

(1 ) ボールボーイ 6名及びス コアボード係 2名については、 試合チームの各校から 4
名ずつ出すこと。 なお、 出せない場合は対戦校等に直接依頼すること。

(2 ) アナウンス係は、 試合チームの各枝から 1名出すこと。 (別途協議)
1 2 試合およびウオーミングアップについて

(1 ) 出場校は、 試合開始 1 時間前に来ていること。
ただし、 試合開始予定時刻の 3 0 分以上前には試合を開始しない。

(2 ) 開催期間中の練習は、 少年野球場を使用 してよい。 終了後は使用者の責任で現状
復旧すること。

1 3 雨天決定について

(1 ) 試合の雨天決定は、 初日は開会式終了後、 2 日目以降の順延決定時刻は、 前日“こ
発表する。 天候不順時の詳細についてはその都度協議し決定する。

(2 ) 雨天コールドゲームは 7 回以降とする。
また、 点数差のコールドゲームは 5 回以降 1 0 ,点差、 7 回以降 7 点差とする。 た

だし、 決勝戦は除く。

1 4 その他

(1 ) 事務局は、 越前市教育委員会スポーツ課 (2 2 一 7 4 6 3 ) に置く。
大会当日は、市野球場 (2 3 一 4 6 3 3 )もしくは担当者携帯 (080‐3742‐300 1)。

(2 ) 優勝 ･ 準優勝校には賞状 ･ 賞品を授与する。
(3 ) 参加に要する経費は、 参加チームで負担する。
(4 ) 出場選手が試合中に負傷した場合、 主催者は応急手当のほかの責任は負わない。
(5 ) 駐車場は体育館前、 武道館前とする。 球場周辺に長時間駐車しないこと。
(6 ) その他、 この大会要項にない事項については、 県大会の規則 ･ 慣習に準ずる。



1日目 第1試合

蓑鑄嚇高等学校

　
　　　

　 　
　　　　 　　　　 マネージャー 桑原 麻衣

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校

投 青 木 卓 也 3 武 生 一 中

② 捕 丸 山 修市 3 武 生 五 中

3 吉 田 圭 吾 2 南 越 中

4 笠 島 康 平 2 東 陽 中

5 山 本 格 太 2 池 田 中

6 遊 藤 木 良 3 南 条 中

7 左 岩崎 雅 彦 3 中 央 中

8 中 松 村 陽 晃 2 南 趣 中

9 右 前 田 大 知 2 武 生 三 中

10 外 渋 谷 朋 諒 2 万 葉 中

= 外 橋 詰 健 太 2 河 野 中

12 外 小 辻 良 幸 2 織 田 中

13

14

15
16 JJ

17 、、

18
19

20
･▼ - 、

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校
ず■‐ 投 川 端 元 暗 3 藤 島 中

2 捕 谷 口 修 也 3 武 生 六 中
3 倉 内 孝昇 3 池 田 中

④ 佐々尾 駿一 3 中 央 中

5 森本 大 地 3 池 田 中
6 遊 加藤 彰浩 3 武 生 二 中

7 左 三 浦 翔 平 3 鯖 江 中

8 中 辻 岡 洋輔 2 明 倫 中

9 右 久保 龍 3 社 中

10 内 栗 田 亮 3 藤 島 中

11 内 奥 山 輝 3 武 生 二 中

12 外 山 本 竜 万 3 鯖 江 中

13 内 三 好 郁 3 武 生 二 中

14 内 前澤 拓 哉 3 武 生 一 中

15 外 福 岡 寛洋 3 万 葉 中

16 捕 品 川 祐 一 3 東 陽 中

l7 捕 山岸 亮介 2 中 央 中

18 投 野崎 健太 2 今 庄 中

19 外 斉藤 正 樹 2 鯖 江 中

20 投 梅 田 尚 道 2 東 陽 中
ヤ フ ブン。 ･豪 目 戸方の 円瓣ば ヤ フ ブン。

新チームのプロフィール 新チームのプロフィール

走攻守とはこバランスの良いチームであ
る。 投手陣の充実とバッティングの向上が著
しく、秋季大会時よりもさ封こレベルアップさ
れた。 体が大きくなった分、パワーがついた
ようである。総合力でこの第1回大会の優勝
杯を勝ち取りたい。

人数ながら高いモチベーションを保ち、
いトレーニングに励んできた。伝統の

,
、緻密な野球を目指す。



1日目 第2試合

学校名 丹生高等学校

部 長 窪田 善男
監 督 加藤 洋昭
マネージャー 安井 栄美

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校

投 掃 部 真 二 3 越 前 中

2 捕 牧 田 裕 二 3 越 前 中

3 上 坂 拓 也 3 朝 日 中
4 森 悠 太 2 宮 崎 中

5 河上 竜 也 3 清 水 中

6 遊栫 高橋 - 希 3 清 水 中
7 左 鈴木 靖弥 3 朝 日 中

⑧ 中 中橋 洋佑 3 越 前 中

9 右 濱本 祐樹 2 越 廼 中

10 投 渡邉 智樹 3 織 田 中

11 捕 宮 下 俊範 2 清 水 中

12 内 筬矢 大 地 2 越 前 中
13 外 山 下 男 輝 2 宮 崎 中
14

15
16

17

18

19

20
□ 0-- 、ヤ

学校名 武生高等学校

部 長 後藤 哲男

監 督 山田 貴生

マネーヅヤー 高橋 剛司

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校
- 投 藤 井 浩 司 3 宮 崎 中

2 捕 田 中 淳 2 東 陽 中

3 坂 口 宣 謙 3 今 庄 中

4 伊 部 浩輔 2 織 田 中

5 上 坂 渉 3 南 越 中

6 遊 西 田 周 平 2 武 生 三 中

7 左 左 近 武 寿 2 織 田 中

⑧ 中 唐津 佑一朗 3 気 比 中

9 右 米 田 泰 久 3 織 田 中
10 道 幸 和 平 2 河 野 中

11 赤 川 佳穂 2 南 越 中

12 加藤 祐介 2 今 庄 中

13 見 延 徹 3 南 越 中

14 石 山 和 義 2 中 央 中
15 竹 内 一 紘 2 武 生 二 中
16 長 尾 優輔 3 池 田 中
17 賀 川 寛 人 3 武 生 二 中

l8 小 牧 雄 士 2 東 陽 中

19 松 村 透 3 宮 崎 中

20 小竹原 大介 2 武 生 三 中

新チームのプロフ ール

新3年生の掃部、渡邉の左右の投手を中心
にした守りのチーム。捕手の牧田が攻守に
おいて成長し、 2人を引っ張っていく。 人数
は少ないが主将の中橋がチームをまとめ、
優勝を目指したい。

ムのプロフィール新チームの 口フィール

今回の目標は、大会四連覇。 冬場の走りこ
みと筋力アップで体幹が安定し、伝統の粘り
の野球が実現できるだろう。ただ、苦しい戦
いは想定内。精神的にもレベルアップした
武高の野球を、今大会でも発揮したい。



2 日目 第1試合

学校名 武生工業高等学校

部 長 小林 明男

監 督 仲谷 渉
マネーシキー

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校

投 長 家 正 明 3 中 央 中

2 捕 橋 本 勇 一 2 越 前 中

3 稲 葉 淳 行 3 鯖 江 中

4 山 口 和 希 3 東 陽 中

5 寺 澤 雅 貴 2 越 前 中

⑥ 遊 渡 辺 俊 安 3 南 越 中

7 左 黒 田 僚 2 鯖 江 中

8 中 曽 明 力 2 武 生 一 中

9 右 吉 田 将 康 2 南 越 中

10 内 川 口 貴 嗣 3 武 生 六 中

= 内 西 谷 直 也 3 武 生 二 中

12 外 山 下 智 規 3 東 陽 中

13 内 大 森 史 也 2 万 葉 中

14 内 玉 邑 肇 理 2 東 陽 中

15 外 熊 野 利 彦 2 南 越 中
16 外 齋 藤 敏 博 2 南 条 中
17 外 橋 本 浩 志 2 武 生 六 中

18 投 山 谷 優 太 2 武 生 - 中
19 外 伊 吹 京 大 2 武 生 - 中
20 内 三田村 昌和 2 鯖 江 中

ヤ プン。

新チームのプロフィール

学校名 福井工業高等専門学校
部 長 奥村 充司

監 督 奥村 充司
マネーヅヤー 山田 愛花

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校
｣｢■‐ 投 伊 藤 俊 介 3 開 成 中

2 捕 山 本 達 也 3 八 幡 西 中

3 山 内 元 太 2 安 居 中

④ 山 本 純 輝 3 南 越 中

5 成 光 俊 介 2 武生 一 中

6 遊艀 下 野 翼 2 武 生 - 中
7 左 岩 本 克 也 3 芦 原 中

8 中 平 井 信 行 3 春 江 中

9 右 山 口 純 司 3 金 津 中

10 中 村 竜 也 3 上 志 比 中

= 梅 田 裕 基 3 光 陽 中

12 塚 崎 亮 平 2 武生 三 中

13 青 木 剛 志 2 金 津 中

14 仲 倉 雄 大 2 今 庄 中

15 新 井 智 基 2 足 羽 中

16 川 崎 大 祐 2 進 明 中

17 堀 田 俊 樹 2 藤 島 中

18 土 角 政 貴 2 安 居 中

19

20
ヤ プン。

新チームのプロフィール

長い冬の間、厳しいトレーニングやボール
を使った基礎練習を繰り返し取り組み、昨年
の秋から比べると格段に体力がついた。
攻撃ではチャンスを確実にものにし、守備
では全員で守り、全員野球で勝ち上がって
いきたい。

昨年の秋の大会で高野連に加盟以来初のベスト敲こ
進出した。その原動力となったのはエースの伊藤であ
る。昨年、この大会は調整不足からリリーフに失敗した
が、今年はその雪辱を果たすべく冬場のトレーニング
に力を入れた。捕手山本達也との呼吸もぱっちりで、
今年一年を占う活躍を期待したい。攻撃陣はやや力不
足であるが粘り強い攻撃をこ･がるナたい。 3月に入りよう
やくグランドの雪も融け快音が聞かれるようるこなった。
今立町から越前市民となった主将山本純は記念すべ
き第1回大会での活躍を誓っている。



2 日目 第2試合

学校名 武生東高等学校

部 長 高橋 功

監 督 牧野 朋樹
マネ ジャー 蔭山 あかね

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校
･ 投 坂川 健太 3 南 条 中

2 捕 細 川 竜哉 3 今 庄 中

3 岩渕 善郎 2 織 田 中

4 谷 野 優 2 織 田 中

5 石本 達哉 3 鯖 江 中

6 遊 本多 泰幸 2 今 庄 中
7 左 内藤 圭佑 3 足 羽 中

⑧ 中 奥 田 拓 也 3 織 田 中

9 右 竹 内 裕幸 3 東 陽 中
10 内 水 上 航介 3 鯖 江 中
11 投 小 林 郁 弥 2 今 庄 中

12 捕 岸本 哲 郎 2 武生 - 中
13 内 栗 原 和 成 2 南 越 中

14 内 河 野 大 2 鯖 江 中

15 外 河 嶋 平 2 武 生 一 中

16 外 渡 辺 幸太 2 織 田 中

17 ゾ

18
19

20
ヤ プン。

新チームのプロフィール
新チームになった武生東高校野球部は大きな
可能性を秘めたチームだ。遠征試合、練習試
合、一年生大会、冬の練習でたくさんの経験を
積んできた。守りの軸は左右二枚看板の内藤、
坂川、チームをリードする細川、攻撃の軸は石
本、奥田など俊足の選手がそろっている。この大
会で更なる自信をつけ、大きな夢に近づきた
　　　

学校名 丹南高等学校

部 長 山本 隆徳
監 督 橋本 剛
マネージャー

背番号 守備 氏 名 学年 出 身 校

投 小栢 隆幸 3 東 陽 中

2 捕 臼屋 大樹 2 織 田 中

③ 坂井 俊 之 3 中 央 中

4 本 田 覚徳 2 東 陽 中

5 中屋 棟 二 3 東 陽 中

6 遊 蓑輪 浩 之 2 南 趣 中

7 左 福 岡 発 明 3 鯖 江 中

8 中 俵 晃 平 2 東 陽 中

9 右 森本 貴 弘 3 足 羽 中

10 福 岡 慶 一 3 鯖 江 中

11 嵯峨 一 平 2 万 葉 中

12 左 山 元 星 矢 2 東 陽 中
13 投 中 野 裕貴 2 中 央 中
14 右 尾 崎 大 河 2 武 生 三 中

15 段 青 山 慎 二 1 万 葉 中
16 能苓寸 維尋 1 東 陽 中

17 中 田辺 幸亮 1 鯖 江 中

18 右 宮越 雄基 1 中 央 中
19

20
□ 、 -･ o -- 、ヤ プン。

新チームのプロフィール

部員14名の少数部員のチーム。投手陣は
小栢、俵の2枚看板。 内野、外野の守備もレ
ギュラーが固定し、チームとして安定感がで
てきた。攻撃は小栢、 中屋、森本、坂井、俵
の破壊力に期待する。今シーズン、初の公
式戦なので、さら々 こ攻守とも"こ磨きをかけた
丹南野球を目指す。



武生市長杯争奪高校野球大会歴代優勝校
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